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第３３回職業リハビリテーション研究・実践発表会

誰もが力を発揮できる職場づくり
～一人ひとりが生き生きと成長し、能力を発揮できる組織へ～

オリンパスサポートメイト株式会社 | 龍田 久美 | 2025年11月12日
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01 会社概要
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16
周年
2009年４月１日設立

1,000万円
資本金
オリンパス株式会社100%出資
特例子会社

8.6億円
売上高
2024年度

9
拠点数
八王子３拠点・辰野・伊那
・初台・会津・青森・白河

198
従業員数
うち、障がいをもつ社員144名
（2025年8月1日現在）

8
特例グループ社数
親会社
関係子会社６社
を含む特例グループ

※当社では、障がいのある社員を「チーム員」 チーム員の業務と自立を支援する社員を「指導員」 と呼びます

青森

会津 白河

東京

八王子

長野
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社員数

Total1出向者契約/派遣社員正社員
5411736スタッフ・指導員

1444140障がいのある社員
119119知的障がい

220身体障がい
23221精神障がい

198157176Total2

（2025年8月1日現在）
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人員の推移と業務拡大
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人員の推移

チーム員 指導員人数

・八王子高倉・長野辰野
・東京

・会津 ・青森 ・白河
・長野伊那

・八王子宇津木に拠点開設
・八王子石川

チェアクリーニング
消毒関連

電子化
生成AIのアノテーション

清掃

メール集配

・八王子日の出

一般事務

（各年4月1日起点集計）

①拠点の拡大
➁業種の拡大
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障がいのある社員 年齢分布
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人数

年齢

29人
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障害者雇用率推移

1.70%

1.90%

2.10%

2.30%

2.50%

2.70%

2.90%

3.10%

2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030

法定雇用率 当社の雇用率

特例グループ

2.9%

2.7%

2.5%

2.3%
2.2%

X%?

2.0%

転換期
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人事統括 CHRO

組織体制

代表取締役社長

取締役
監査役

親会社-OSMコミッティ

日本統括役員
COI

（インクルージョン担当役員）

Japan HR VP

親会社 オリンパスサポートメイト

管理部

事業部

事業支援室

会津事業Ｇ

青森事業Ｇ

白河事業Ｇ

東京事業Ｇ

長野事業Ｇ

八王子事業2Ｇ

八王子事業1Ｇ

日本統括機能メンバ
Japan HR 機能メンバ
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02 オリンパスグループにおける障害者雇用の位置づけ
【経営理念】
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オリンパスの持続的な成長に向けた新経営戦略

インクルージョン推進体制

「COI : Chief of Inclusion Officer」
執行役員 楊文蕾

リージョナルリプレゼンタティブオフィサー，ジャパン（日本統括役員）
兼 チーフオフィサーオブインクルージョン（インクルージョン担当役員）



No data copy / No data transfer permittedPage 11

第３３回職業リハビリテーション研究・実践発表会

ESG戦略のフォーカスエリアのひとつ

重要課題(マテリアリティトピックス)

トッププライオリティ
インクルージョンの推進

ハイプライオリティ
従業員の能力開発とエンゲージメントの向上
労働安全衛生の確保と人権尊重への取り組み

私たちが見据える未来
従業員一人ひとりがベストな状態で

パフォーマンスを発揮できる
健やかな組織文化の実現へ。

障害のある社員についても同じコンセプト／目指す姿を掲げて、重要課題に取り組んでいます。
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オリンパスサポートメイトのミッションと行動様式

ミッション
オリンパスグループの経営理念を基本とし、特例子会社として、事業を通して障がい者の雇用促進を図り、社
会的責任を果たしていきます。社会的責任とは、障がい者の社会進出を支援し、法定雇用率を遵守するだけ
でなく、障がい者が喜びを感じて一歩一歩成長していく職場を提供することです。そして、自立した会社として
継続する事業運営を基本としています。

行動様式
• 一歩一歩、成長を続けること
• 明るく元気に互いに助け合うこと
• お客さまも自分も納得できる仕事をすること
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両輪：オリンパスグループの障害者雇用体制の考え方

オリンパスグループの障害者雇用の促進体制は
「特例子会社による雇用」と「グループ各社による雇用」の両輪で実行

オリンパスの障害者
雇用体制

（特例グループ8社）

特例子会社（ＯＳＭ）による雇用促進

特例グループ各社による雇用促進

業務委託

オリンパス
オリンパスメディカルシステムズ

長野オリンパス

オリンパスマーケティング会津オリンパス
白河オリンパス
青森オリンパス
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119人

100人

46人

129人

83人

53人

親会社

関係会社
オリンパス
サポート
メイト

両輪：特例グループの障がい者雇用状況

2024年6月1日時点

障がい種別 雇用主別

知的

身体

精神
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知的

精神

身体
知的

精神

両輪：会社別の障害区分状況

親会社＋関係会社6社 特例子会社（オリンパスサポートメイト）
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両輪：会社別の雇用人数推移

158 142.2 139.4 136 141

126
122.8 124.6 129 139

0

50

100

150

200

250

300

2021 2022 2023 2024 2025

親会社と関係会社6社 オリンパスサポートメイト

人数

年
（各年6月1日時点）
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両輪：親会社＋関係会社6社で担っている業務領域

製造、開発、マーケティング、人事等、さまざまな領域の業務を担っています

開発

マーケティング

人事

■製品開発で必要な重要情報の外部からの調達
■開発支援としてさまざまな実験データや顧客データの解析

■新製品の製造技術開発におけるさまざまな評価・計測・維持・管理

■研究開発に必要な情報システムのメンテナンスや改善

■紙の記録をPDF化して電子データとして整理

■営業マーケティング関連のデータ整理

■海外人事管理業務の遂行、問い合わせ対応
■障害のある方々に対する就労支援やカウンセリング、職制への支援、業務切り出し

■各種人材育成研修運営サポート

共通

■海外からの問い合わせ対応

製造
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両輪：オリンパスサポートメイトが担っている業務領域

白衣回収・納品

開発サポート(AIアノテーション等)

文書電子保存

シュレッダー

メール室業務

PCキッティング・個別設定

カフェ業務

チェアクリーニング

構内清掃

植栽

オリンパスグループからの業務受託を受け、オリンパスの各拠点で構内清掃や開発サポート、
事務業務などの幅広い領域で私たちの職場環境の維持・向上や事業への貢献を行っています
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 「健やかな組織文化」 従業員一人ひとりがベストな状態でパフォーマンスを発揮できる健やかな組織文化の実現へ。

 １．多様性の理解と尊重の文化

 ２．従業員の能力開発とエンゲージメントの向上 ～可能性を引き出す～

 ３．安定的な能力の発揮を支える

03 日本におけるインクルージョン実現のための取り組み

環境づくり 人づくり×
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 「健やかな組織文化」 従業員一人ひとりがベストな状態でパフォーマンスを発揮できる健やかな組織文化の実現へ。

03 日本におけるインクルージョン実現のための取り組み

環境づくり 人づくり×
1. 日本グループ全体での文化醸成

①啓発イベント
➁管理職向けワークショップ

3. 人材育成
①マニュアル整備
➁業務検定
➂人材研修
④チャレンジ機会

4. 業務の開拓
①新規業務の立上・トライアル
➁マルチスキル化

2. オリンパスサポートメイトの取り組み
①障がい者理解促進のe-Learning
➁コアバリューアクション
➂評価処遇制度などの改定
④安定的に能力発揮できる支援活動



No data copy / No data transfer permittedPage 21

第３３回職業リハビリテーション研究・実践発表会

環境づくり 日本におけるインクルージョンの取り組み変遷

D&I ＞ DEI ＞ Inclusion
ダイバーシティの専任組織を設置人事企画部門の兼務業務の時代

女
性 外

国
人
介
護
者

障
が
い
者

LG
BT

シ
ニ
ア

健やかな組織文化

環境づくり
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1.-① 啓発イベント
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1.-① 啓発イベント
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1.-➁ 管理職向けワークショップ
管理職が理解を深め、グローバルで共通言語化することを目的に、2023-2024年 管理職向けワークショップを開催。
日本で約700名が参加。

■ インクルージョンを自分事として捉える、ビジネスへの影響を理解
■ アンコンシャスバイアス

バイアスへの対抗、意思決定におけるバイアスをなくすヒント

■ 心理的安全性を高めるために

■ リーダーとしての行動について意見交換
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2.-① 障がい者雇用理解促進のe-Learning（国内全従業員向け）
12月「障害者週間」に、障がい者雇用の理解促進のe-Learningを5年間継続実施

【アンケート結果】
• ほぼ全員が理解を深めることができたと回答
• 必要な情報が網羅されていて分かりやすい
• 社員の活躍事例が人気。テレワークだと見え

にくい雇用の様子を知ることができる。
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2.-① 障がい者雇用理解促進のe-Learning（国内管理職向け）
障がいのある社員と共に職場で働くために

■「できる事・強み」を引き出すための双方向でのコミュニケーションの工夫や大切さ
■お互いの事情を踏まえた配慮

を通じたインクルーシブな組織風土醸成の重要性について、当事者社員のインタビューを含むコンテンツを配信しています。
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2.-➁ グループ全社で取り組むコアバリューアクション

ENABLERS
学びと成長 オーセンティック・リーダーシップ インクルージョン 賞賛・奨励 活気ある職場

健やかな組織文化
私たちの存在意義を実現する、従業員の力を引き出すための５つの要素に支えられた、私たちのコアバリューに根差した企業文化

Purpose-driven People-centric

 さまざまな背景や経験を持つ
すべての従業員が、価値観を
受け入れられ、尊重されてい
ると感じながら、能力を最大
限に発揮できるインクルーシブ
な文化を醸成します。

 従業員が好奇心をもって
 学ぶ機会を提供し、リーダー
からのサポート、およびフィード
バックをもとに、一人ひとりが
強みを活かしながら自律的
にキャリアを築くことを通じ、
組織としても成長します。
 

 リーダーは、グローバル・リーダー
シップ・コンピテンシー・モデル
(GLCM)と私たちのコアバリュー
のロールモデルとなり、誰もが
自分らしく、周囲から共感され
るリーダーシップを発揮すること
で、より良いチームづくりを実践
します。

ウェルビーイングを高めると同時
に、効果的なコラボレーション
を促進することで、ともに働く
喜びと活気にあふれた職場づ
くりを目指します。

 従業員の成果と貢献を奨励
し、ふさわしい報酬と福利厚
生を提供するとともに、相互に
認め合う文化を育むことに努
めます。
 

私たちのコアバリュー
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サービス事業を担うオリンパスサポートメイトが大切にしていること
• グループ社員の皆さんが優れた品質の製品を作り出せるよう、快適な事業場環境を維持する仕事をしています
• 開発や営業業務が効率的に進むよう、生成AIのアノテーション作成や顧客への納品書発送を行っています
• 優れたサービスを提供する人材こそがOSMの価値の源です。だから、健やかな組織文化を育むことが大切。
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これまでの取り組みと今年度の課題設定
• ３つの取り組みを通じて、健やかなる職場風土に向けた変化が出てきた。コアバリューの理解は進んできたので、さらに前進する。
• 具体的には、「行動にうつす」、「言いたい事をいえる職場へ」と心理的安全性と自己肯定感を高める。（認められ、尊重される）

FY2025までの取り組み FY2026の課題設定
成果取り組み例項目

コアバリューって何？
の状態から

経営理念のコアバリューを自
分事として言葉に出来るほ
どに理解が深まった

• 全社員コアバリュー宣言
• コアバリュー理解の研修
• リレーメッセージ
• 職制メッセージの配信
• ワークショップ（LEGO）

1.コアバ
リューの理
解促進

・指導員同士の交流が深ま
り、相談できる仲間が増えた。
・現場の改善が進み、知識
の幅が広がり、One OSMも
促進された。

• 指導員事業場見学
（改善ナレッジの共有）

• 指導員カンファレンス
• 目的意識、役割意識の

向上

2.変革意
識の向上

・方針理解が進み、会社が
何を目指しているか、共に自
分は何をやればよいかの理
解が以前に比べ深まった
・1on1や面談機会が増えた

• 経営戦略、上位からの
方針展開を確実に実
施し、説明する

• 1on1など面談機会を
増やす

3.長期的
視点の醸
成

課題項目
コアバリューは経営理念で継続するもの

継続的にコアバリューを意識する機会の設定

1.コアバ
リューの理
解浸透

指導員の学びは継続する。 コアバリューは理解してきた
が、どのように行動にうつしたら良いかわからない／行動の
認知が進んでいない

「Innovation」を実行実現する取り組みの推進

2.活気ある
職場
(変革意識の
向上)

まだ言いたい事を提案しにくい・言いにくい・自信がもてな
い風土がある（変革/改善が進みにくい）

自分の考えを述べやすい職場づくり、賞賛・奨励
し心理的安全性の向上

3.賞賛・奨
励
（イノベーション
が進む風土醸
成）
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コアバリューの理解促進

５つのコアバリューをシンプル・分かりやすく解説し、１人ひとりが大切にしたい「コアバリュー」を宣言し理解を深めて行動する
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コアバリューの理解、相互理解を深めるLEGOワークショップ

お題： この仕事をしていて「うれしい」と感じた出来事は？
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自ら会社を知る、私たちを知ってもらう

青森オリンパス共催のハンズオンセミナー
青森オリンパス生産の処置具製品の理解を深める機会

「わたしが清掃しました」担当のメッセージプレート設置
役割意識を高め、グループ社員に認められ、交流のきっかけに。
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指導員交流会
 業務改善の意欲を向上、一体感による組織風土の改善 「結束・共感」 のコアバリューを実行する機会

リモート見学場所実施年月日担当事業G

トイレ清掃2022年5月12日白河事業G

食堂清掃2022年7月26日長野事業G

休憩室清掃2022年9月29日八王子事業G

通路・階段清掃2022年11月29日会津事業G

廊下清掃2023年1月31日青森事業G
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Healthy Org Japan Award 受賞

＜受賞理由＞
・メンバー全員を巻き込んだ形でコアバリューを促進する活動ができたことが素晴らしいと思いました。
・OSMならではの独自アイデア、心のこもった手作り感、自発的な活動に共感しました。
・Patient Safety & Qualityとは、間接業務であれば従業員に対し、質の高いサービスを追及し、

実施し続けることだと理解しています。まさにOSMの仕事には、従業員の皆さんの素直な思いが、
業務の姿勢に表れていて、サービスを受ける側として、その思いを日々感じています。
また、OT入社後に見知らぬ従業員に挨拶をするのを見かけるのはOSMだけです。
この日常の小さな行動の中に、コアバリューや、PS＆Qに繋がる意識を感じました。

実行推進リーダー／
関係会社事務局投票 賞

オリンパスサポートメイト
コアバリュー理解促進・浸透：
新たなコアバリューで「障がいを抱える社員のリレーメッセージ」
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2.-➂ 評価処遇制度の改定

【従来の人事制度の状況】
管理者／出向者／指導員／作業系チーム員／事務系チーム員のそれぞれに人事制度が異なり、役割の変更やキャリア開
発の検討がしづらく、また評価処遇の管理運用も煩雑になっていた。

自立した職業人として、役割意識を高め、頑張った人がきちんと評価される「職務型人事制度」へ改定しました

【人事制度の改定ポイント】
管理者からチーム員まで一本の人事制度に統合しシンプル化。役割をアップグレードしていける、キャリアを考える仕組みへ。
基本的な制度体系はグループ会社のコンセプトを引き継ぎ、障がい者雇用に適応した柔軟な設計とした。

① 等級制度 ：職務に基づく役割等級（サポートメイトグレード）で、役割のガイドラインをもとに業務目標を設定
② 報酬制度 ：基本給はグレードごとのレンジ給（重複型）で設計。冬季賞与は標準月数とし、夏季賞与に評価を反映
③ 評価制度 ：「成果評価」「行動評価」「総合評価」からなる「マイ・パフォーマンスシート」を導入。期末に５段階評価。
④ 指導員やスタッフのキャリアも考慮 ：専門性を活かすSpecialist職の選択肢をもつ複線型、キャリアを行き来できる
⑤ 障がいを考慮した工夫 ：意欲を確認する面談、スキルの確認、達成可能な目標設定(目安3つ)



No data copy / No data transfer permittedPage 36

第３３回職業リハビリテーション研究・実践発表会

障害者職業総合センターの研究を参考

出典：障がい者と仕事マガジン https://shigoto4you.com/quality-of-employment/
/ 障害者職業総合センター「就労の「質」の把握 基礎的研究より」 https://www.nivr.jeed.go.jp/research/chart/ryouiki24.html
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大人の成長は経験から。経験学習のサイクルをまわす。

仕事を通じた経験が人の成長を促す 自ら目標をもち実践して評価され成長する

出典：マイケル・ロンバルドとロバート・アイチンガーの研究より

仕事の直接の経験
70％

人からの
アドバイス
20％

研修・座学
10％ 計画

目標達成の計画を立てる

実行

業務を実践

評価
結果をフィードバックし原

因を振り返る

改善
次はどのようなチャンレンジをし

たらよいか考える

出典：ディヴィット・コルブの理論モデルより
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人事制度の仕組み

役割ガイドライン

求められる知識・技能

スキルマップ（ものさし）

教育研修

成果目標

総合評価

成果評価

行動評価
賞与
給与

等級制度

褒賞

成長のサイクル

評価制度
報酬制度
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人事制度の全体像

目標を決める

達成基準を決める
自分の能力を確認する

成
果
評
価

行
動
評
価

何を達成したかマイ・パフォーマンスシート

目標の設定 評価 評価の反映

どのように行動したか

昇
格
・
降
格

役割ガイドライン

役割に必要な能力

私の成長記録シート 氏名：　　　　　　　　　　　　　　　　記入日：
※対象：作業系チーム員

NO 評価項目 評価内容 現状 目標 期末 今期（こんき）のふりかえり
1 健康状態 健康に気をつけ、自分で服薬管理するなどして良好な体調を保っている
2 会社規則・ルールの遵守(じゅんしゅ） 会社の規則やルールが守れている
3 規則性 規則正しい生活ができている。(特に睡眠時間すいみんじかん)
4 身だしなみ 季節に合った服装をし、清潔な身だしなみをしている
5 危険への対応 危険な事はせず、自分と自分の周囲の安全を考えた行動ができる
6 出勤状況 正当な理由でない遅刻、早退、欠勤はない

0 0 0
7 指導員とのコミュニケーション 指導員に挨拶（あいさつ）、会話、報告、連絡、相談等のコミュニケーションができる
8 同僚（どうりょう）とのコミュニケーション 同僚（どうりょう）に挨拶（あいさつ）会話、報告、連絡、相談等のコミュニケーションができる
9 意思表示 自分の意思を相手に伝えることができる
10 自己統制（じことうせい） 感情のコントロールができ安定している
11 協調性 同僚（どうりょう）と力を合わせて助け合うことができる
12 素直さ 指導員のアドバイスにきちんと耳を傾けている。自分の失敗を認められる

0 0 0
13 体力 1日作業できる体力がある。(休みの多さ、疲労の様子等)
14 指示内容の遵守(じゅんしゅ） 指示通りに作業ができる 来期（らいき）への思い
15 道具の使用 道具類を教えられた通りに正しく使える
16 正確性 ミスなく正確に作業できる
17 作業速度 必要とされる作業速度で作業できる
18 修正力 作業の内容、手順の間違いを自分で修正できる
19 記憶力 ものごとを忘れずに覚えていられる
20 作業変化への対応 作業の内容、手順等の変化に対応できる
21 質問、報告、連絡、相談 必要な時に質問、報告、連絡、相談ができる
22 時間の遵守(じゅんしゅ） 時間(作業の開始、終了時間)を守れる
23 集中力 作業へ集中してできる
24 意欲 作業に責任をもち意欲的に取り組んでいる
25 整理・整頓 居室やロッカーの整理・整頓ができる
26 業務の幅 複数の業務を行うことができる

0 0 0
0 0 0

作業能力

小計  ／　70点満点
合計点   ／　130点満点

生活面

小計  ／　30点満点

対人関係

小計  ／　30点満点

私の成長記録シート

総
合
評
価

コアバリュー行動様式

その他に再雇用制度の改定、資格褒賞金制度も導入
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2.-④ 安定的に能力発揮できる支援活動
指導員によるケースカンファレンス 事業支援室の設置、専門人材の配置

 全指導員参加型。問題行動に関するアセスメントと対
策や効果について意見交換を行い、支援力をあげる。 代表取締役社長 取締役 監査役

管理部

事業部

事業支援室

• 人材採用
• 実習、見学対応
• 全社共通教育
• 定着支援
• グループ各社の支援

精神保健福祉士(5)、社会福祉士(3)、公認心理師(1)
障害者職業生活相談員(26)、企業在籍型職場適応援助者(6)
国家資格キャリアコンサルタント(3)

発達障害専門産業医（契約）
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2.-④ 安定的に能力発揮できる支援活動
高齢化に伴う業務調整 支援者連絡会

職業能力のアセスメントを定期的に行い、保護者・支援
機関と共に最良の働き方を整合する。高齢になっても段
階的に業務負荷を軽減しサポートを厚くし、できる限り働
ける場を提供する。（就労時間の短縮、就労開始時間のシフト、
業務内容の変更など検討）

出席者：ご親族、支援機関やグループホームの担当者様
アジェンダ

①日常業務の様子、活動の近況紹介
➁基調講演
➂グループディスカッション（情報交換）
※必要に応じて個別面談を実施

➁基調講演のテーマ例：
育成プラン、研修
親なき後
就労支援機関とのつながり
成年後見人制度
グループホーム（タイプ、入居プロセス、注意点、利用者の声）

健康診断と医療機関とのつながり

記載例
NO 評価項目 評価内容 〇〇さん
1 健康状態 健康に気をつけ、自分で服薬管理し良好な体調を保っている 2
2 会社規則・ルールの遵守 会社の規則やルールが遵守できている 4
3 規則性 規則正しい生活ができている。(特に睡眠時間) 4
4 身だしなみ 季節に合った服装をし、清潔な身だしなみをしている 4
5 危険への対応 危険な事はせず、自分と自分の周囲の安全を考えた行動ができる 3
6 出勤状況 正当な理由でない遅刻、早退、欠勤はない 4

21
7 指導員とのコミュニケーション 指導員に挨拶、会話、報告、連絡、相談等のコミュニケーションができる 3
8 同僚とのコミュニケーション 同僚に挨拶、会話、報告、連絡、相談等のコミュニケーションができる 2
9 意思表示 自分の意思を相手に伝えることができる 2

10 自己統制 感情のコントロールができ安定している 3
11 協調性 同僚と力を合わせて助け合うことができる 3
12 素直さ 指導員のアドバイスにきちんと耳を傾けている。自分の失敗を認められる 2

15
13 体力 1日作業できる体力がある。(休みの多さ、疲労の様子等)　　※備考欄に補足あり 3
14 指示内容の遵守 指示通りに作業ができる 3
15 道具の使用 道具類を教えられた通りに正しく使える 3
16 正確性 ミスなく正確に作業できる 2
17 作業速度 必要とされる作業速度で作業できる 3
18 修正力 作業の内容、手順の間違いを自分で修正できる 2
19 記憶力 ものごとを忘れずに覚えていられる 3
20 作業変化への対応 作業の内容、手順等の変化に対応できる 3
21 質問、報告、連絡、相談 必要な時に質問、報告、連絡、相談ができる 2
22 時間の遵守 時間(作業の開始、終了時間)を守れる 3
23 集中力 作業へ集中してできる 3
24 意欲 作業に責任をもち意欲的に取り組んでいる 3
25 整理・整頓 居室やロッカーの整理・整頓ができる 4

37
73合計   ／100

生活面

小計  ／24

対人関係

小計  ／24

作業能力

小計  ／52
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心身リフレッシュ、社員交流の機会

フォトクラブの撮影会・年次活動報告会・表彰、バスハイク、ウォークラリー、多摩地域 ティーボール大会

春のフォトクラブ撮影会

多摩地域ティーボール大会（大妻女子大学様よりご協力）
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人づくり 3.-① マニュアル整備
食堂の準備道具と清掃手順

洗面台のブラシ清掃

人づくり
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3.-➁ 業務検定

清掃検定、メール集配検定、チェアクリーニングのスキルアップにチャレンジ

※人事制度におけるキャリア開発の中で、業務検定へのチャレンジを
目標設定しても良い
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作業技能レベルをマップ化。タレントマネジメント（育成・配置等）に活用
※一部の拠点で実施中

Aさん、Bさん・・・ごとに評価
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3.-➂ 人材研修 ＊チーム員向け

障がい者　受入時 教育内容

No 学習内容
1 会社(OSM)の組織体制、行動指針、7つの約束
2 事業場のルールと職場のルール
3 身だしなみ
4 通勤および駐車場の注意点
5 安全衛生
6 環境
7 災害発生時の対応(安否確認システム登録含む)
8 緊急時、会社を休む時の対応
9 健康管理
10 挨拶
11 報告・連絡・相談
12 仲間づくり
13 5S
14 情報セキュリティ
15 金銭管理

月 FY2023 学習内容
4月 職場のルールと7つの約束
5月 公共のマナー
6月 コミュニケーション
7月 健康管理
8月 ５Sについて
9月 危険予知（KYT）
10月 インターネットについて
11月 清掃検定に向けて（清掃の基本）
12月 清掃検定に向けて（各級）
1月 身だしなみ
2月 金銭管理
3月 1年間の振り返り

障がい者　月次学習内容
 事業部ごとの状況も踏まえ、一部取り組み事項や内容は変えている（長野事業グループの例示）
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3.-➂ 人材研修
 オリンパスグループ共通の「ビジネススキル」の基礎的な事項の研修機会、自ら学びたい指導員への「学び放題コンテンツ」
 SACEC等の社外研修や他社見学会への参加機会を提供。 自律的なキャリア形成 「自ら学ぶ・自ら成長する」
 研修体系を策定し、順次コンテンツを調整・充当している。

階層別研修（社内） 知識・スキル研修（社内） 知識・スキル研修（社外）

社
員
G
r
a
d
e

新任役員研修

マネージャー研修

チームリーダー研修

On-Boarding研修
初任者講座

A2E
ビジネス
スキル

指
導
員
講
座
（
３
年
以
上
経
験
～
５
年
）

SST

研
修
講
師
養
成
講
座

学び
放題

サポ
カレ

社
外
専
門
資
格

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
等
グ
ル
ー
プ
教
育

中堅者講座

概念図

社内
検定

SST研修
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キャリアデザイン研修 ＊まずは指導員・管理スタッフ向け

2022年度 キャリアデザイン研修「キャリア理論と自己理解」
2023年度 キャリアデザイン研修「ロールモデル講演：秋山社長」
2024年度 キャリアデザイン研修「キャリアとリーダーシップ：

強みを生かす」

・育児と介護の両立支援の冊子を作成し配布
・介護両立セミナーに参加
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3.-④ チャレンジの機会（チャレンジアップの仕組み）

 自己アセスメントシートで自己理解を深め、
 各コースにチャレンジ開始（2022年度よりスタート）
 チーム員のアンケート評価も参考に仕組みを改善中。

チームサポート コミュニケーション
サポート

作業サポート オフィスサポート

名前
なまえ

チェック

① ② ③ ④

1 （トライアル）

備品
びひん

の棚卸
たなおろし

（居室
きょしつ

/倉庫
そうこ

）
在庫確認
ざいこかくにん

表
ひょう

の準備
じゅんび

清掃用具
せいそうようぐ

を知
し

る 在庫
ざいこ

数
すう

を数
かぞ

える 注文
ちゅうもん

をする

2 備品
びひん

の在庫
ざいこ

管理
かんり

(PC) 備品
びひん

の数
かず

を数
かぞ

える PCに数
かず

を入力
にゅうりょく

する
前回
ぜんかい

の使用状況
しようじょうきょう

を比
くら

べ、変化
へんか

をまとめる

使用状況
しようじょうきょう

をメンバーへ

共有
きょうゆう

する

3 電話
でんわ

発注
はっちゅう

対応
たいおう

伝
つた

える内容
ないよう

を考
かんが

える 資料
しりょう

を作
つく

る 練習
れんしゅう

する 注文
ちゅうもん

する

4 交換
こうかん

した清掃用具
せいそうようぐ

の在庫
ざいこ

管理
かんり

（作業
さぎょう

サポートと連携
れんけい

）
交換
こうかん

の方法
ほうほう

を考
かんが

える
交換
こうかん

清掃
せいそう

用具
ようぐ

備品
びひん

のリストをつくる
備品
びひん

の数
かず

を数
かぞ

える PCに数
かず

を入力
にゅうりょく

する

5 居室
きょしつ

環境
かんきょう

、道具
どうぐ

を使
つか

いやすくするた

めにチーム員
いん

の意見
いけん

を取
と

り入
い

れえる

チーム員
いん

への提案
ていあん

方
ほ

法
うほう

を考
かんが

える
資料
しりょう

を作
つく

る
意見
いけん

を聞
き

き、内容
ないよう

をま

とめる

内容
ないよう

を進
すす

め方
かた

を決
き

め、実施
じっし

する

1 毎月
まいつき

定常
ていじょう

使用
しよう

するシートの

とりまとめ（①勤務
きんむ

管理
かんり

カード）
シートを印刷

いんさつ
する

各事業場
かくじぎょうじょう

担当
たんとう

者
しゃ

へ

印刷
いんさつ

シートを発送
はっそう

する

使用済
しようず

みのシートを

集
あつ

める

各
かく

シート管理
かんり

方法
ほうほう

に

添
そ

って保管
ほかん

する

2 毎月
まいつき

定常
ていじょう

使用
しよう

するシートの

とりまとめ（②清掃
せいそう

チェックシート）
シートを印刷

いんさつ
する

各事業場
かくじぎょうじょう

担当
たんとう

者
しゃ

へ

印刷
いんさつ

シートを発送
はっそう

する

使用済
しようず

みのシートを

集
あつ

める

各
かく

シート管理
かんり

方法
ほうほう

に

添
そ

って保管
ほかん

する

3 毎月
まいつき

定常
ていじょう

使用
しよう

するシートのとりまと

め（③トイレチェックシート）
シートを印刷

いんさつ
する

各事業場
かくじぎょうじょう

担当
たんとう

者
しゃ

へ

印刷
いんさつ

シートを発送
はっそう

する

使用済
しようず

みのシートを

集
あつ

める

各
かく

シート管理
かんり

方法
ほうほう

に

添
そ

って保管
ほかん

する

オフィスサポートコースのチャレンジマップ
実施
じっし

開始日
かいしび

(1)事務用品
じむようひん

、清掃用具
せいそうようぐ

　（洗剤/道具
せんざい・どうぐ

）の管理
かんり

(2)印刷物
いんさつぶつ

担当
たんとう

手順内容
ないよう

（やること）
業務
ぎょうむ

項目
こうもく

業務検定をクリアし、さらにキャリアアップの意欲あるメンバに対して
それぞれのリーダーシップを発揮できる４つのコースを選べる仕組み
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「私もボランティアで人の役に立ちたい」 チーム員の意欲から実現。オリンパスグループと共にボランティア活動。

ボランティア活動

 入院中の子供たちに届ける「RED NOSE DAY」につかうキットを2,000部作成するイベント
 毎年7月 当社社員のエンゲージメント向上、親会社社員との交流の機会・Inclusiveの場として実施中
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4.-① 新規事業の立上げ・トライアル
プッシュ・プル営業の展開
デジタルマーケティングの実施 社内ソーシャルネットへ各業

務の紹介を投稿

こんな業務も出来るの？
他の工場でもうやってるの？

⇒よろず相談対応

依頼元との打合せ
作業工程の検討
FTE工数検討
概算見積り提示
品質目標設定

社内ホームページで業務紹
介、業務委託の流れ、お問
い合わせ先案内マッチング・本人希望調査

指導員・作業者アサイン
業務トライアル
指導員に作業工程説明
業務委託個別契約
チーム員向け作業手順書作成
実戦トレーニング
工程見直し・品質確保＆向上

定常業務化・契約更新

商談発生

グループ企業のキーパーソンへ
困っていることのヒアリング

グループ企業の業務見学で
障がい者が出来る業務を見
つけ出し提案

国内全従業員への障がい
者雇用理解のe-Learning、
とアンケートの実施

口コミ、出向者の人脈を通じ
て業務内容紹介

②検討ステップ

③実行・継続ステップ

①引き合い発生ステップ
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新規事業の切り出し事例：書類のPDF化
 社内ソーシャルネットへ書類のPDF化の相談依頼を投稿
 ⇒2日後に164箱 50万枚のご相談有り（約400万円弱）4345人が表示

62人がいいね！
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4.-➁ マルチスキル化の推進

白衣回収・納品

開発サポート(AIアノテーション等)

文書電子保存

機密書類回収・シュレッダー

メール室業務

PCキッティング・個別設定

カフェ業務

チェアクリーニング

構内清掃

植栽

様々な職種を経験することで、得意を伸ばして苦手を軽減し、自立して出来る業務を増やすことでキャリアアップにつなげる

■工場系・研究開発系 (切削工具の油取り・実験に用いた材料の廃棄・運搬)
■発送業務系 (納品書やダイレクトメールの封入・発送代行)
■補充・在庫管理系 (複合機のトナー交換や用紙補充)                     など、現在35以上の業務

上記以外にも、
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変化に対してしなやかに適応する組織

カフェ業務

チェアクリーニング

植栽

開発サポート(AIアノテーション等)

ビジネスである以上、それぞれの事業に永遠はなく、常に業務改善や業務開拓が求められる。
変化に対して、臨機応変に対応できる営業活動や業務開拓と、全社員のスキルアップが必要になってきている。

新型コロナ下は出社抑制により
清掃業務など減る一方、
消毒作業や不特定多数が座る
チェアの清掃事業を開始

建屋の大型改装工事により
数年に渡り清掃が大幅に減少
なくならない仕事（本業）への
進出に挑戦。デジタルとの競争

設立から15年を経過し
社員のモチベーションや
企業へのエンゲージメントを高める
業務の開拓も求められている

建屋の大型改装工事後、
新たに生まれたニーズもある。
フロアに癒しをもたらす植栽の
メンテナンス業務を開始
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オリンパスサポートメイトの新たなチャレンジ

AIアノテーション

AIに学習させたいテキストや音声、画像といったさまざまな形態のデータにタグやメタデータを付ける
作業で、反復性が高く集中力や根気が求められる業務となります。

反復性の高い業務を根気強く進める作業は障がい特性にマッチするケースが多く、
障がい者雇用業界においても、 AI学習データのアノテーション作業は注目されています。

また、Patient Safety & Qualityをより強く障がい者社員のみなさんにも感じてもらえる
本業である医療事業に近い業務として、事業化に向けて日々チャレンジしています。

社員の特性に着目し、AI学習用アノテーション業務などの新たな業務の取り組みを始めています
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生成AI開発者との意見交換会

生成AI開発部門（委託元）

●自己紹介
●実機の解説とデモンストレーション
●開発プロセスのスケジュール共有と、受託作業
が開発プロセスのどこに位置づけられるか、事業・
開発とのつながりを体感できる説明

お互いをよく知る、チーム員が誇りをもてる、新しい開発や業務改善の気づきがうまれる機会

オリンパスサポートメイト（受託先）

OSMへ委託することのメリット、課題
外部委託より正確、安心感が高いと賞賛
障害のある方と共に仕事をする経験・驚き

●自己紹介
●実機見学と質問による医療開発の理解増進
●チーム員によるプレゼンテーション
日頃の作業方法、留意点、苦労と工夫

アンコンシャスバイアスの気づき
発表のチャレンジ、やりがいと責任感の増加
自己評価の高まり
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オリンパスサポートメイトにおいて

「Innovation」
事業の発展にイノベーションは欠かせないものであり、障がい者雇用から生まれる気づきや品質改善もある

04 インクルージョン推進のもたらすもの

アノテーション業務の事例

業務上の良い点オリンパスサポートメイトと社外委託の比較
ー品質が一定

・アノテーションリーダーとアノテーターの連携が取れている
・アノテーターの気配りが細やか

ー委託しやすい
・手続きが簡素で情報漏洩リスクが小さい
・委託内容によっては社内でしかできないケース（新製品）

に対応可能

情報セキュリティの観点からメリットあり

ー 工場や各部門の同意 ＊社内理解を得やすい
ー 秘密保持契約 ＊締結しやすい
ー 業務委託契約
ー アクセス権限管理 ＊IT管理負担は少ない
ー アノテーション定義書
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「人材を活かす力」
人を大切にする風土、視野の広さ、受容する器の広さ、傾聴する力、相手に伝える力が養われる
これらはマネジメントの基本であり、グローバル企業において持続的な発展に不可欠な要素

04 インクルージョン推進のもたらすもの

 見える化・具体化・指示の工夫
暗黙のルールを言葉にして記載する
口頭での連絡はしない。文字で残す

口頭での指示はわかりにくく、忘れてしまうのでメモや
メールなどで伝達する。適切な指示をした証拠にもなる。

明確に指示を文字で残す 「○日までに○○さんへ○○を送る」

図解する 写真や絵など図示するとわかりやすくなる

誰にとっても
わかりやすい指示となる
業務品質が担保される

業務指示の例
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「アンコンシャスバイアス」
無意識のバイアスに気づくことができる 気づきの力を養う
障害があってもできる、障害があるからできる、ではなく、この人だからできるという意識

04 インクルージョン推進のもたらすもの

2024
厚生労働大臣認定

「もにす認定」

論理的な思考力、難しい文章の読解力、
可視化して確実にきちんと管理して進めたい

●厚みのある説明資料の読破
●法的文言の正しい解釈、問い合わせ確認
●徹底した現状把握とエビデンスの準備
●スケジュールの可視化と進捗管理
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「事業活動への貢献と誇り」
当たり前のように気持ちの良い環境で、品質の高い開発とものづくりをする

アメリカ大統領が感激したNASAの清掃員の話

書面の電子化や試験用材料の製作補助、画像アノテーションを我々がになうことで
開発者や品質管理者等が、より高度な付加価値を生み出す時間を創出できる
事業に貢献することの喜びと誇りが生まれる

04 インクルージョン推進のもたらすもの

OSM行動様式のひとつ

• お客さまも自分も納得できる仕事をすること
Patient Safety & Quality 
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仕事に誇りをもち、皆さんから感謝される機会
オリンパスミュージアム見学（会社の歴史展示館） 国内グループ社員からの感謝の言葉をフィードバック

 親会社の事業に興味をもち、働く事のエンゲージメントを
高める。人の命を助ける医療事業をささえる環境整備や
事務・開発サポートに携わることのやりがいを体感する

523コメント

いつも清掃をしてくれてありがとう。
通りかかるといつも元気に挨拶をしてくれる
ので、建物だけでなく気持ちもキレイにして
いただいているように感じています。

いつも綺麗にしてくれるので、トイ
レや居室や会議室や共有エリア
をとても気持ち良く使えています。
ありがとうございます。

気持ち良く過ごせるのは、
皆さんの丁寧な仕事のお
陰だと思っています。

お会いすると明るく挨拶してくださる
ので、心も気持ちよくなります。また、
自分も皆さんのように気持ちの良い
挨拶ができるようになれねばといつ
も気付かされます

皆さんのおかげで１
日明るい気持ちで過
ごせます。
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青森オリンパス50周年記念イベント（ありがとうの木）
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 賞賛・奨励 「ありがとう」の力

 なぜ重要なのか
 人間は自分の行動に対するフィードバックを求めます
 小さなことが大きな効果を生むのです
 短い「ありがとう」や親しみのある一言が、私たちに居場所を感じさせ、
 正しい方向へ進んでいることを示してくれます。

 実践方法
 「ありがとう」を言葉に出して習慣化する
 夕礼で一日の振り返りをする中で、チームメンバーや同僚に感謝を伝える
 交流を促し、ポジティブな雰囲気を共有する

今年度の取り組み

【グループ社員からの感謝メッセージ】
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ずっとここで働きたいと思える会社
医療事業に貢献する誇りをもって
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